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岡谷ホームコンポーネント株式会社の株式取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 18 年 10 月 24 日開催の取締役会において、岡谷鋼機株式会社（名証第１部：コード   

番号 7485）が所有する岡谷ホームコンポーネント株式会社の株式（所有割合 88.80％）を取得し、    

子会社化することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．株式の取得の理由 

当社グループは、主力事業である在来木造住宅（木造軸組工法住宅）用プレカット製品の製造

販売及び直需木材市場の運営を中心に、関東全域、東北、東海地域に拠点を有し、営業展開して

おります。 

一方、岡谷ホームコンポーネント株式会社は、ツーバイフォー住宅（枠組壁工法住宅）用部材

の製造及び販売を主力事業とし、関東首都圏、近畿、中京、東北の広範囲において営業展開をし

ております。 

この度、岡谷ホームコンポーネント株式会社を子会社化し、在来木造住宅の分野に加え、ツー

バイフォー住宅分野へ参入することにより、取扱い商製品の拡充等が図れます。また、関東を中

心とした東日本エリアに加え、近畿、中京に拠点を有することにより、今後の西日本エリアへの

本格進出を視野に入れた事業展開を推進できる体制となります。 

両社のこれまで培ってきたノウハウを活用し、相乗効果を最大化させることで、グループ企業

としての総合力向上により、企業価値を高めてまいります。 

２．異動する子会社（岡谷ホームコンポーネント株式会社）の概要 

  （１）商      号  岡谷ホームコンポーネント株式会社 

  （２）代 表 者  代表取締役社長 西張 三典 

  （３）所 在 地  千葉県八千代市吉橋1085 番地の１ 

  （４）設 立 年 月 日  昭和 55年６月23日 

  （５）主 な 事 業 内 容  ツーバイフォー住宅用部材の製造及び販売 

  （６）事業年度の末日  ２月末日 

  （７）従 業 員 数  89 名（平成18年２月末日現在） 

  （８）主 な 事 業 所  八千代工場、大阪工場、名古屋工場 

  （９）資 本 金 の 額  425 百万円 

  （10）発行済株式総数  4,500,000 株 
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  （11）大株主構成及び所有割合  岡谷鋼機株式会社 88.80％ 

     その他株主（18名） 11.20％ 

  （12）最近事業年度における業績 

 平成 17年２月期 平成 18年２月期 

売 上 高 8,568 百万円 8,467 百万円 

売 上 総 利 益 1,076 百万円 1,148 百万円 

営 業 利 益 △ 5 百万円 △42 百万円 

経 常 利 益 △37 百万円 △76 百万円 

当 期 利 益 △61 百万円 △99 百万円 

総 資 産 4,676 百万円 4,518 百万円 

純 資 産 105 百万円 14 百万円 

資 本 金 の 額 425 百万円 425 百万円 

１株当たり配当金 ―   ―   

  （13）関連会社 山形ホームコンポーネント株式会社（山形県） 

株式会社プロワークス（東京都） 

３．株式の取得先 

  （１）商      号  岡谷鋼機株式会社 

  （２）代 表 者  代表取締役社長 岡谷 篤一 

  （３）本 店 所 在 地  愛知県名古屋市中区栄二丁目４番18号 

  （４）主 な 事 業 内 容  総合鉄鋼商社 

  （５）当 社 と の 関 係  取引、資本、人的関係はありません。 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

  （１）異動前の所有株式数     ―   株（所有割合       ―  ％） 

  （議決権の数      ―  個） 

  （２）取 得 株 式 数  3,996,000 株（取得価額   112 百万円） 

  （議決権の数    3,996 個） 

  （３）異動後の所有株式数  3,996,000 株（所有割合     88.80 ％） 

  （議決権の数    3,996 個） 

５．日程 

   平成 18年 10月 24日  取締役会決議 

   平成 18年 10月 24日  株式取得期日 

６．今後の見通し 

平成 19年３月期の連結業績に与える影響は以下のとおりであります。なお、連結経常利益及び

連結当期純利益に与える影響は軽微であるため、平成19年３月期連結業績予想値（平成18年５

月17日付け公表）に修正はございません。また、取得日が本日のため、当中間期の連結業績に与

える影響はございません。 

○子会社化後の連結業績見通し 

 平成 19年３月期 

連 結 売 上 高 29,015 百万円 （＋3,500 百万円）

     （注）（ ）内は子会社化による影響見込み額であります。 

以 上  


